
電気学会

池田佳和 著
電気学会 社会連携委員会 編

ニコラ  テスラ
そのੜき͟·͸ࢲたͪに໰い͔͚る



5

はじめに

本書はニコラ・テスラという、電気技術に関心がある人にはある程度知られて
いますが、その他の人には技術に関心があってもあまり知られていない、素晴ら
しい人の物語です。テスラはトーマス・エジソンより９歳年下で、東ヨーロッパ
でセルビア人として生まれ、新大陸に移民として渡り国籍を得たアメリカ人で
す。日本ではエジソンほど有名ではありませんが、エジソンと同時代の偉大な発
明家です。

テスラというと、電気自動車を思い浮かべる人が多いのではないでしょうか。
確かにテスラはアメリカの電気自動車メーカーの名前でもあります。でも、な
ぜ名前をテスラにしたのでしょうか。それは創業者たちがニコラ・テスラにあこ
がれていたからです。彼らはどのようなテスラにあこがれていたのでしょうか。
テスラのニックネームはいろいろあります。たとえば電気の魔法使い（Wizard 
of Electricity）、電気の天才（Electrical Genius）、ビジョナリー（先見の明のあ
る人；Visionary）、ドリーマー（夢を抱き追及する人；Dreamer）、ショウマン

（Showman）、……。これらはみな才能豊かなテスラのことをよく表していると
思います。皆、あこがれたくなるニックネームですね。

しかし不適切に思えるニックネームもあります。それは気が狂った科学者（mad 
scientist）。このニックネームはテスラが死んだ後に、テスラの一面を不自然に
誇張する形で登場してきました。テスラを正確に知ること、それは私たちにいろ
いろなことを教えてくれ、考えさせてくれます。

テスラは極めて魅力的な人物です。そして電気に係る多くの偉業を成し遂げて
きました。20世紀を「電気の世紀」と呼ぶことがありますが、テスラはまさに
電気の世紀を切り開いた人と言っても過言ではないでしょう。19世紀の終わり
にテスラは実用的なモーター（交流方式の誘導モーター）を発明しました。この革
新的なモーターの発明がテスラの最も大きな社会貢献と言えます。今日、モー
ターは家庭や工場などで機械を動かす力として広く使われており、私たちの生活
に欠かせないものの多くはモーターで動いています。実は、世界中で使われる電
気の約50%はモーターを回すために使われており、その中の多くのものが誘導
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モーターなのです。誘導モーターは数多いモーターの中でも力が強く、構造がシ
ンプルで、メンテナンスが楽で、安価なモーターです。

19世紀の終わりころは、電気の事業家たちが電気の供給は直流が良いか交流
が良いかで大論争をし、事業面でもまさに電流戦争と呼んでよい激しい競争をし
ていた時代でした。電流戦争は交流派の勝利で決着しますが、ここでもテスラは
大きな貢献をします。

でも誘導モーターと交流電力システムは、テスラの前半生でしかありません。
テスラの後半生は、ドリーマーでした。世界中の人がいつでもどこでも灯りを点
けられ、電気エネルギーを使え、情報通信を思いのままにできる夢を実現しよう
とする半生でした。それを可能にするシステムを、テスラは「世界システム」と
呼び、さまざまな試みをしたのです。

世界システムを追求する過程で、テスラは多くのものを生み出しています。テ
スラコイル、無線通信、ラジオ放送など、今も使われている技術がたくさんあり
ます。非接触で電気エネルギーを伝える技術、たとえば置くだけでスマホを充電
する、走っている自動車にワイヤレスで給電する、人工衛星で太陽光発電をして
電気エネルギーをマイクロ波で地表に送る、羽根のない原動機（ブレードレス・
タービン）を実現する、これらの実地への適用や研究開発は今盛んにおこなわれ
ていますが、これらはテスラが精魂を込めて実現しようとした技術の延長線上に
あると言ってよいと思います。

テスラを知れば知るほど、夢を持ちたくなります。夢の実現に努力したくなり
ます。テスラの「世界システム」実現努力のどこが素晴らしく、どこに無理が
あったのかを知れば、今に生きるわたくしたちが夢の実現に努力するとき、何を
考えなければならないかのヒントをたくさん得ることができます。

本書をお読みいただくうえで、留意いただきたい点をいくつか示します。
（１）本書の構成

本書は第１～５章（本文）がテスラ自身の物語です。解説セクションには、テス
ラの物語をよりよく理解いただくための説明を収録しました。本文ではニコラ・
テスラが生まれてから死ぬまでの人となりと業績について詳述しました。それに
続く解説セクションには17のトピックスが収録してあり、主なテーマ毎にグルー

͸͡Ίʹ
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プ分けしてあります。
テスラが生きた時代理解のために年表を示し、テスラと関係の深い電気技術の

歴史も記述しました。電気には見えないことに伴う分かりにくさ・扱いにくさが
あるので、誘導モーターを可能にした回転磁界等の個別事項の説明も加えまし
た。テスラの技術は見方によってはインターネットやスマートフォンにもつな
がっています。現代社会に生かされている技術についての説明もくわえました。
（２）探究チャレンジ

本書には随所で十分記述しきれなかった点があります。それは筆者らの力不足
のためもありますが、多くの読者に、たとえば夢をもって勉学にいそしんでいる
若い人たちに、自分自身でもっと掘り下げて学んでほしいとの願いもあり、意図
的にそのようにした面もあります。特に「解説セクション」のいくつかの節で
は、読者自身に考えたり調べたりしてほしい点を〈探究チャレンジ〉として明示し
ました。

また、本書は白黒印刷の書籍ですが、いくつかの図、たとえば三相交流の説明
図はカラーの方がより理解しやすいと思います。電気学会社会連携委員会ウェブ
サイトに、それらの図のカラー版電子ファイルを掲載しました。学校教育等で本
書をお使いになる際に、ご活用ください。ご関心の向きは以下のURLをご覧く
ださい。
　https://renkei.iee.jp/booklet/ippo#title8 tesla
（３）用語

テスラの偉業の一つは交流電動機の発明です。電動機の英語は‘electric motor’
で、電気で動かすことが自明なら単に‘motor’です。電動機は前者の訳語ですが、
後者をどのように表記したらよいでしょうか。電をはずして「動機」では異なる
意味になってしまいます。モーターもしくはモータと表記することになります。
実は新聞記事や家電器具の取り扱い説明書ではモーター、学術論文であればモー
タなのです。事の当否は別にして、それが現実です。この点について電気学会社
会連携委員会ウェブサイトに詳しい説明を掲載してありますので、ご関心の向き
はご覧ください。URLは（２）と同一です。
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おわりに

物理学者ジェームズ・マクスウェルは1864年に画期的な電磁方程式を発表し
ましたが、宇宙からの電波伝搬について真空では波動が伝わらないと考えまし
た。そこで「エーテル」と称する媒体が介在していると想定しました。ニコラ・
テスラも同様に理解していました。ハインリッヒ・へルツによる電波実験には大
きな刺激をうけましたが電磁波実証の点では疑問を抱きました。さらに、より
先端的なアルベルト・アインシュタインの特殊相対性理論（1905年）については、
理解しようとはしなかったと思われます。

テスラは物理学原理に関する理解において、ある時点からアメリカの学術組織
からは疎外され、あるいは自ら離反していたため、理論科学者との学術的交流が
ほとんどありませんでした。しかし交流モーターの実用的な発明や、ナイアガラ
発電所計画への技術貢献、交流送電ネットワークの実証など、発明家としての業
績は広く認識されていました。無線通信・放送、ネオン管、蛍光灯、X線実験、
無線操縦兵器、テスラコイル、テスラタービンなど、多くのテスラの発明が世界
に影響を与えました。

いくつかの大学からは学位を授与され、東ヨーロッパの国々からは勲章を贈ら
れました。1917年にはAIEEからエジソン賞を受賞しました。さらにテスラは
専門雑誌や新聞に多くの将来の技術ビジョンを発表しました。たとえば「世界シ
ステム」については、もし実現すれば世界中の人々が瞬時に多くの情報を受け取
ることができると述べました。このビジョンは現代ではインターネットによる
WWWとして実現しています。

晩年、テスラは毎年誕生日にパーティを開くようになり、その席で粒子ビーム
兵器の構想を記者たちに話し、各国が国境に備えれば戦争の抑止力になると説き
ました。公園の鳩に餌をやることを楽しみにすごしていましたが、1943年１月
ニューヨークのホテルで一人静かに亡くなりました。86歳でした。

第２次世界大戦後、磁束密度の単位として「テスラ」が国際的に制定されまし
た。またIEEEは彼の業績を記念して「ニコラ・テスラ賞」を創設しました。こ
れらのことを通じてテスラの学術的名誉が回復されたのです。

͓ΘΓʹ
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テスラは東ヨーロッパからアメリカに移住し、急成長する資本主義経済と産業
革命の中で波乱万丈の生涯を送りました。その独創的な発明家としての姿勢は、
21世紀になってもアメリカを中心に文芸、音楽、ポップカルチャーの人々や新
興企業経営者に強い人気があります。2021年にはアメリカで製作された映画「テ
スラ エジソンが恐れた天才」が日本でも公開されました。

また、電子決済システムで成功を収めたイーロン・マスクは電気自動車メー
カーの「テスラモーターズ」を創業しました（現在の社名は「テスラ」）。著名な
ビジネスマンが電気自動車の会社名に「テスラ」を選んだ理由は、ニコラ・テス
ラという独創的で異端な天才に対する敬意があったからでしょう。

池田 佳和

◆　　◆　　◆

本書を閉じるにあたり、あらためてニコラ・テスラという人物の多面性に思い
を巡らせたい。彼は単なる発明家ではなく、自然界の深い摂理を探究する哲学者
でもあり、その洞察を言葉で表現しようとした詩人でもあった。交流電力システ
ムを確立し、電磁界理論を応用した数々の装置を生み出したその軌跡は、現代社
会の電力網や通信、医療機器、さらには再生可能エネルギーシステムにまで脈々
と受け継がれている。

　巻末には、テスラへの理解をより深めるためにいくつかの小編を収録した。
「三相交流の誕生」「シカゴ万博」「無線通信と放送の黎明期」「直流送電の復活」
などの諸テーマはいずれも、テスラの思想を起点に電気技術がどのように広が
り、いかに社会の仕組みそのものを変えていったかを描くものである。これらを
通じて浮かび上がるのは、彼の発明の核心には常に「技術を社会にどう実装する
か」という問いがあったことである。

　今日、私たちはエネルギー転換やカーボンニュートラルといった、かつてテス
ラが夢見た「地球規模の電力ネットワーク」に通じる課題に直面している。テス
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ラが示した「技術を社会にどのように実装していくか」の思想は、AIやスマー
トグリッドの時代にも通じる普遍的な問いとして、今なお私たちを刺激し続けて
いる。

　電気学会社会連携委員会では、こうした歴史と未来をつなぐ活動として、一般
社会に電気の魅力を伝えるさまざまな取り組みを進めている。その一つが「動画
WG」による教育・啓発コンテンツの制作である。動画WGでは、【電気の知識
シリーズ】で紹介されている交流モーターや電磁誘導といったテスラゆかりの技
術、さらにはカーボンニュートラル社会を支える新技術をテーマに、若い世代に
も親しみやすい映像を公開している。テスラの革新精神を今にどう生かすかを考
える契機として、これらの動画を多くの方にご覧いただければ幸いである。

　テスラが抱いた理想は、決して一人の天才の夢物語ではなく、時代を超えて受
け継がれる普遍的な問いである。そして本書が描く電気の系譜は、次代へのバト
ンでもある。テスラを中心とする年表をたどれば、電気の歴史は常に連続と断絶
のあいだで進化してきたことがわかる。エジソンとの確執も、突き詰めれば「エ
ネルギーをどう社会に届けるか」という使命の異なる表現にすぎなかった。現代
の技術者や研究者にとっても、異なる立場を超えて未来を協働的に創造する姿勢
こそが、最も尊い遺産であろう。

　最後に、電気学会社会連携委員会が果たすべき役割について一言触れておきた
い。学術の知を社会へ、社会の課題を学術へと循環させる「橋渡し」が私たちの
使命である。テスラの思想には、単なる技術者の枠を超えた「社会への責任感」
と「知の共有」の精神があった。彼は自らの発明を特許よりも人類共有の財産と
捉え、その実現によって世界がより良くなることを願っていた。電気学会の社会
連携活動もまた、こうした「知の公共性」を現代に継承する取り組みである。テ
スラが示した創造性と探究心を次世代へと伝えるべく、今後も電気技術の魅力を
社会と共有する活動を続けていきたい。本書が、読者の皆さまにとって、科学と
人間の歩みをつなぐ小さな契機となれば幸いである。

͓ΘΓʹ
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本書の執筆に当たっては、日本物理教育学会授業づくりの会（電磁気）の今井章
人先生、山本岳先生、北岡和樹先生、柴田樹先生から、中学・高等学校の教育現
場を熟知する立場からの多くの貴重なご意見をいただいた。紙面を借りて厚くお
礼を申し上げたい。

六戸 敏昭




